
１
令和４年 

第67号

社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは ■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793
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　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227

社協だより
八頭町社会福祉協議会広報誌

https://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
是非のぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

☆この他にも様々なレクリエーション用品がありますので、詳しくは本所・各支所にお問合せください。

この場合は３点と５点で合計８点となります。

地域共生へ新たな一歩！

鍛冶屋温泉カレンダー
３月
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営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）
ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内）
■ 温泉利用での休憩所（和室）があります（予約必要）

営業日（9：00～19：00）
（土・日・祝日の延長は３月19日から）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）
町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！
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今後の情勢により、営業日に変更の可能性がございま
すので、ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

枠組みを超えて、様々な団体
や組織が一緒に取り組んだ
「地域共生にじいろフェス
タ」（詳細は２ページで紹介）

主なトピックス
地域共生にじいろフェスタ P２
新年のごあいさつ P４
社協の人財 P５
ご寄付　お礼 P７
貸出レク用品 P８
鍛冶屋温泉カレンダー P８

【ルール説明】
　室内用ボウリングとほぼ同じルールです。
　ジャンケンによって先攻（赤）と後攻（白）を決め、プレー開始。
①先攻プレーヤーは2個のボールを持ち、ピンに向かってボー
ルを転がします。

②1球目のボールが当たって回転したピンはそのままの状態
で2球目を転がします。

③2球転がし終えて、手前の棒に引っかかったピンの数字を数
え、その合計が得点となります。

④後攻プレーヤーも同様。
  数回繰り返し行い、最終合計数が高いチームが勝利となります。
※真ん中の“S”に当たるとストライクとなり、得点が20点にな
ります。

　ビーンボウリングは投球のコントロールやバランスを競う
ゲームで、リハビリ用としても活用されます。子どもから高齢者
までの幅広い年代や車イスに乗る方、障がいのある方も一緒に
なって楽しめること間違いなし！ぜひ、皆様も一緒に楽しんでみ
られませんか？

必見
！ みんなで盛り上がろう！

　「集落・地区の集まりでワイワイ楽しみたいけど、何をしよう・・」そんな悩みはありませんか？本会では、
サロン（つながりづくりを進める活動）や地域福祉に関する活動をより楽しく盛り上げて頂くために、レク
リエーション用品を無料で貸出しています。
 　今回は「ビーンボウリング」をご紹介します。ビーンボウリングとはあらかじめセットしてあるピ
ンに目掛けてボールを転がし、ピンを回転させて得点とするゲームです。その名の通り、ピンにボールが当
たると豆がはじけるようにピンが回転します。

貸出レク用品
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あったかほのぼのフォト
デイサービスでの「あったかほのぼの」としたひと時を紹介いたします。

「やきいも」「秋の紅葉弁当」
ふかし芋を落ち葉の直火でアレンジ
調理。少しこんがり焼けたお芋の味
は格別との事。

「もっと近ぁ来んさいな、
　　　わしがしたるで～」

自分では留めにくい首元のボタン…
しにくいところは助け合うあったか
ほのぼのとした場面です。

普段とは雰囲気を変えてお弁当スタ
イルでの昼食。ご利用者様の名前入
りのお品書きで特別感を演出。

はっとう

こおげ
ふなおか
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ボッチャで参加者交流

参加者共同制作：にじいろの木 地域共生へ願いを込めて

ひとり親家庭の中学生・保護者の皆様へ

 対　　象 令和4年3月に中学校を卒業予定の
ひとり親家庭の生徒

ひとり親家庭とは父母のいずれか、または祖父母が
子どもの養育している世帯

 申込方法 ご印鑑(シャチハタは不可)をお持ちの
上、八頭町社会福祉協議会本所、各支
所で申込書にご記入ください。

 申込期間 

 贈呈期間 
 助　成　金 

説　明　会 

八頭町福祉相談支援センター「ほっと」（八頭町社会福祉協議会内） TEL：0858-71-0100

家計改善支援事業
家計再建に向けた相談や債務整理に関する
支援を行います。

日常生活自立支援事業　

・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス
・書類等預かりサービス
などで、あなたの暮らしのお手伝いをします

八頭町福祉相談支援センター「ほっと」事業紹介

ご相談は・・・

安心できる日常生活が送れるよう
お手伝いをします
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を
意
識
し
、様
々
な
団
体

や
組
織
が
枠
組
み
を
超
え
て
一
緒
に
取
り
組
む
な

ど
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
う
し
た
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
各
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
巡
回
し
、よ
り
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

地
域
共
生
社
会
に
向
け
て

令和４年１月11日㈫～1月25日㈫

令和４年2月15日㈫～2月24日㈭
※土・日・祝日を除く

令和４年度の申請手続きの説明会を
２月中旬～下旬頃に開催予定です。

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

　ふれあいサロンは、集落単位で身近な公民館等に、
誰でも参加できる場づくりの取組です。サロンに集い、
生きがいづくりや健康づくり、見守り、閉じこもり予防、
つながりづくりなどを目的としています。

　レクリエーションの協
力やイベントの補助、
ゲーム用品の貸出など、
活動の支援もさせていた
だきますので、お気軽に
ご相談ください。

ふれあいサロン募集 ひとり親家庭卒業祝い事業
についてお知らせ

八頭町社会福祉協議会 地域福祉課（本所内） 電話 （0858）72-0021お問合せ先

お知らせ

助かり
　　　ました！

贅沢していないのに
毎月の生活費が
足りない…

借金の返済が
大変… ひとりで悩まないで

まずはお気軽に
ご相談ください。

みなさんの自立した暮らしをサポートします。

ホームヘルプ、
配食、施設などを
利用したい

預金の
出し入れを
手伝って
ほしい

公共料金や
医療費の支払いを
手伝ってほしい

家計が
改善された！！

すこしずつ
借金の返済ができる
ようになった！！

生活に余裕が
できた！！
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ボッチャで参加者交流

参加者共同制作：にじいろの木 地域共生へ願いを込めて

ひとり親家庭の中学生・保護者の皆様へ

 対　　象 令和4年3月に中学校を卒業予定の
ひとり親家庭の生徒

ひとり親家庭とは父母のいずれか、または祖父母が
子どもの養育している世帯

 申込方法 ご印鑑(シャチハタは不可)をお持ちの
上、八頭町社会福祉協議会本所、各支
所で申込書にご記入ください。

 申込期間 

 贈呈期間 
 助　成　金 

説　明　会 

八頭町福祉相談支援センター「ほっと」（八頭町社会福祉協議会内） TEL：0858-71-0100

家計改善支援事業
家計再建に向けた相談や債務整理に関する
支援を行います。

日常生活自立支援事業　

・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス
・書類等預かりサービス
などで、あなたの暮らしのお手伝いをします

八頭町福祉相談支援センター「ほっと」事業紹介

ご相談は・・・

安心できる日常生活が送れるよう
お手伝いをします

　
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、性
別
な
ど
の
違
い
を

超
え
て
、誰
も
が
互
い
に
認
め
合
い
、支
え
あ
い
、

つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
地
域
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、

フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
は
町
内
の
障
が
い
当
事
者
団

体
の
会
員
、障
が
い
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
、福
祉

団
体
の
役
員
、福
祉
支
援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
限
定
し
て
開
催
し
、1
1
9
人
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。フ
ェ
ス
タ
で
は
、一
緒
に

喜
び
や
感
動
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
を
大
切

に
し
、出
会
い
を
通
じ
て
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
し
、実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、ボ
ッ
チ
ャ（
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
）や
共
同

制
作
を
行
い
ま
し
た
。取
り
組
み
を
通
じ
て
徐
々

に
和
や
か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
、参
加
者
同
士
の

笑
顔
が
飛
び
交
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
た
り
、八
頭
中
学

校
美
術
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
を
飾
る
製

作
物
の
準
備
や
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
事
前
撮
影
し
た
動
画
で
の
司
会
進
行
、中

学
校
の
全
校
合
唱
や
八
頭
高
等
学
校
書
道
部
に
よ

る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
川
嶋
あ
い
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
演
奏

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
書
道
部
員
の
皆
さ
ん
が
、自
分
た
ち

に
で
き
る
地
域
共
生
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を

め
ぐ
ら
せ「
そ
ば
に
寄
り
添
い
と
も
に
歩
く
」と
し

て
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
表
現
し
、参
加
者
に

大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、川

嶋
あ
い
さ
ん
か
ら
は
透
き
通
る
歌
声
と
と
も
に
や

さ
し
さ
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
加
え
て
、町
内
の
福
祉
事
業
所
や
企
業
な
ど
に

も
賛
同
団
体
と
し
て
表
明
い
た
だ
き
、こ
の
取
り

組
み
や
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
、多
く

の
人
が
地
域
共
生
社
会
を
意
識
し
、様
々
な
団
体

や
組
織
が
枠
組
み
を
超
え
て
一
緒
に
取
り
組
む
な

ど
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
う
し
た
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
各
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
巡
回
し
、よ
り
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

地
域
共
生
社
会
に
向
け
て

令和４年１月11日㈫～1月25日㈫

令和４年2月15日㈫～2月24日㈭
※土・日・祝日を除く

令和４年度の申請手続きの説明会を
２月中旬～下旬頃に開催予定です。

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

　ふれあいサロンは、集落単位で身近な公民館等に、
誰でも参加できる場づくりの取組です。サロンに集い、
生きがいづくりや健康づくり、見守り、閉じこもり予防、
つながりづくりなどを目的としています。

　レクリエーションの協
力やイベントの補助、
ゲーム用品の貸出など、
活動の支援もさせていた
だきますので、お気軽に
ご相談ください。

ふれあいサロン募集 ひとり親家庭卒業祝い事業
についてお知らせ

八頭町社会福祉協議会 地域福祉課（本所内） 電話 （0858）72-0021お問合せ先

お知らせ

助かり
　　　ました！

贅沢していないのに
毎月の生活費が
足りない…

借金の返済が
大変… ひとりで悩まないで

まずはお気軽に
ご相談ください。

みなさんの自立した暮らしをサポートします。

ホームヘルプ、
配食、施設などを
利用したい

預金の
出し入れを
手伝って
ほしい

公共料金や
医療費の支払いを
手伝ってほしい

家計が
改善された！！

すこしずつ
借金の返済ができる
ようになった！！

生活に余裕が
できた！！
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記念講演「ペコロスの母に会いに行く」

表彰式

監
事
は
業
務
執
行
の

状
況
お
よ
び
財
産
の

状
況
を
監
査
し
ま
す
。

任
期
　
令
和
３
年
１１

月
1
日
か
ら
令

和
５
年
６
月
の

定
時
評
議
員
会

終
結
の
時
ま
で

新
任

　浅
井

　宏
一

退
任

　下
田

　太
一

監
事
の
交
替

早
速
で
す
が
担
当
し
て
い
る
業
務
は
？

　
船
岡
支
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
八

頭
町
通
所
型
介
護
予
防
事
業
「
は
つ

ら
つ
教
室
」
で
介
護
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

そ
の
業
務
と
は
簡
単
に
言
う
と
ど
う

い
っ
た
仕
事
内
容
で
す
か
？

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
簡
単
に
言
い

ま
す
と
、「
通
い
な
が
ら
生
活
の
質

の
向
上
を
目
指
す
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。そ
の
中
で
私
は
送
迎
、介
護
、

毎
日
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
季
節

に
応
じ
た
行
事
な
ど
の
企
画
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
は
つ
ら
つ

教
室
は
「
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
、
運
動
機
能
と
口
腔
機
能
を
向
上

船岡支所　通所介護事業

主　事 亀山 真由

社
協
の
人
財

　
町
民
の
皆
様
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
警
戒
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、皆
様
に

は
、健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
様
々
な
制
限
が
か
か

り
、２
年
間
に
亘
っ
て
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぶ
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。本
社
協
の
事
業
、活
動
も
、県
、町
の
対
応
を
確
認
し
な
が
ら
の

事
業
展
開
に
な
り
ま
し
た
。幸
い
鳥
取
県
で
の
爆
発
的
な
感
染
は
み
ら
れ

ず
限
定
的
な
影
響
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、結
果
の
中
に
は
皆
様
に
不
便
や

不
自
由
、ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
と
共
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
た
今
も
先
が
見
え
た
状
況
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。し

か
し
、社
協
は
皆
様
の
生
活
と
共
に
あ
る
存
在
で
あ
り
、例
え
感
染
拡
大

と
な
っ
て
も
止
ま
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。幸
い
こ
の
２
年
間
の
経
験

は
、百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
の
諺
そ
の
ま
ま
に
、紙
上
で
は
表
現
で
き
な

い
緊
張
感
や
連
帯
感
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
を
生
か
し
て
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、地
域
福
祉
事
業
と

介
護
保
険
事
業
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
に
6
年
計
画
で
策
定
し
た
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画

も
終
盤
に
入
り
ま
す
。福
祉
の
町
づ
く
り
で
担
う
社
協
の
役
割
は
多
岐
に

亘
り
ま
す
が
、今
年
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

　　
町
民
の
皆
様
に
は
、変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
し
て
初
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会 

　長

　

　小
谷 

知
載

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て

      

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
そ

の
中
で
教
室
を
開
い
た
と
き
の
体
操

や
移
動
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

な
る
ほ
ど
。
で
は
、
そ
の
業
務
を
し

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

　
介
護
を
通
じ
て
、
ご
利
用
者
様
が

笑
顔
に
な
る
時
や
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
時
に
す

ご
く
う
れ
し
く
思
い
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
大
切
な
ん
だ
な
ぁ

…
」
と
感
じ
ま
す
。

短
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
が
最
後

に
住
民
の
皆
様
に
向
け
て
一
言
。

　
船
岡
支
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
は

つ
ら
つ
教
室
で
お
見
か
け
の
際
は
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
八
頭
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
及
び
社
会
福
祉
活
動
の
協
力
功
績
に
よ
り
、

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
次
の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
民
総
合
福
祉
大
会
が
書
面
開
催
と
な
り
、被
表

彰
者
に
表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

藤
田 

文
雄
、浦
林 

京
子
、石
井 

武
野

心
身
障
害
児（
者
）保
護
育
成
会

山
下 

多
江
子

共
同
募
金
委
員
会

竹
内 

良
一
、瀧
田 

安
代

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

藤
田 

康
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

岡
田 

幸
子

社
会
福
祉
協
助
者
桑
村 

和
義

団
体
功
労
者
小
谷 

知
載
、池
本 

秀
行

民
生
児
童
委
員
功
労
明
治 

登
茂
恵
、井
上 

雅
紀

感
　
　
謝
　
　
状

桑
村 

和
義
、林 

雄
一
郎

被
表
彰
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

団
体
役
員
功
労
者

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

岡
森 

　
裕
、清
水 

節
子
、西
村 

昭
二
、小
倉 

一
博
、

池
本 

秀
行
、山
根
張
太
郎
、濱
崎 

章
浩

　
令
和
３
年
11
月
７
日（
日
）、令
和
３
年
度
八
頭
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、中
央
公
民
館
、船
岡
地
区
公

民
館
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
を
会
場
と
し
て
、八
頭
町
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
、１
０
３
名
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、社
会
福
祉
へ
の
貢
献
を
讃
え
、八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

彰
、伝
達
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」と
題
し
漫
画
家 

岡
野
雄
一

さ
ん
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。認
知
症
の
母
と
の
生
活
を

通
し
た
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
ら
れ
る
講
演
は
、生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

い
き
い
き
と
幸
せ
に 

　
　
　
　暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
自
分
ら
し
く

《
伝
達
表
彰
》

かめ やま み　 ゆ

社
協
職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！
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記念講演「ペコロスの母に会いに行く」

表彰式

監
事
は
業
務
執
行
の

状
況
お
よ
び
財
産
の

状
況
を
監
査
し
ま
す
。

任
期
　
令
和
３
年
１１

月
1
日
か
ら
令

和
５
年
６
月
の

定
時
評
議
員
会

終
結
の
時
ま
で

新
任

　浅
井

　宏
一

退
任

　下
田

　太
一

監
事
の
交
替

早
速
で
す
が
担
当
し
て
い
る
業
務
は
？

　
船
岡
支
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
八

頭
町
通
所
型
介
護
予
防
事
業
「
は
つ

ら
つ
教
室
」
で
介
護
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

そ
の
業
務
と
は
簡
単
に
言
う
と
ど
う

い
っ
た
仕
事
内
容
で
す
か
？

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
簡
単
に
言
い

ま
す
と
、「
通
い
な
が
ら
生
活
の
質

の
向
上
を
目
指
す
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。そ
の
中
で
私
は
送
迎
、介
護
、

毎
日
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
季
節

に
応
じ
た
行
事
な
ど
の
企
画
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
は
つ
ら
つ

教
室
は
「
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
、
運
動
機
能
と
口
腔
機
能
を
向
上

船岡支所　通所介護事業

主　事 亀山 真由

社
協
の
人
財

　
町
民
の
皆
様
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
警
戒
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、皆
様
に

は
、健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
様
々
な
制
限
が
か
か

り
、２
年
間
に
亘
っ
て
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぶ
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。本
社
協
の
事
業
、活
動
も
、県
、町
の
対
応
を
確
認
し
な
が
ら
の

事
業
展
開
に
な
り
ま
し
た
。幸
い
鳥
取
県
で
の
爆
発
的
な
感
染
は
み
ら
れ

ず
限
定
的
な
影
響
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、結
果
の
中
に
は
皆
様
に
不
便
や

不
自
由
、ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
と
共
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
た
今
も
先
が
見
え
た
状
況
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。し

か
し
、社
協
は
皆
様
の
生
活
と
共
に
あ
る
存
在
で
あ
り
、例
え
感
染
拡
大

と
な
っ
て
も
止
ま
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。幸
い
こ
の
２
年
間
の
経
験

は
、百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
の
諺
そ
の
ま
ま
に
、紙
上
で
は
表
現
で
き
な

い
緊
張
感
や
連
帯
感
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
を
生
か
し
て
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、地
域
福
祉
事
業
と

介
護
保
険
事
業
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
に
6
年
計
画
で
策
定
し
た
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画

も
終
盤
に
入
り
ま
す
。福
祉
の
町
づ
く
り
で
担
う
社
協
の
役
割
は
多
岐
に

亘
り
ま
す
が
、今
年
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

　　
町
民
の
皆
様
に
は
、変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
し
て
初
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会 

　長

　

　小
谷 

知
載

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て

      

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
そ

の
中
で
教
室
を
開
い
た
と
き
の
体
操

や
移
動
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

な
る
ほ
ど
。
で
は
、
そ
の
業
務
を
し

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

　
介
護
を
通
じ
て
、
ご
利
用
者
様
が

笑
顔
に
な
る
時
や
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
時
に
す

ご
く
う
れ
し
く
思
い
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
大
切
な
ん
だ
な
ぁ

…
」
と
感
じ
ま
す
。

短
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
が
最
後

に
住
民
の
皆
様
に
向
け
て
一
言
。

　
船
岡
支
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
は

つ
ら
つ
教
室
で
お
見
か
け
の
際
は
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
八
頭
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
及
び
社
会
福
祉
活
動
の
協
力
功
績
に
よ
り
、

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
次
の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
民
総
合
福
祉
大
会
が
書
面
開
催
と
な
り
、被
表

彰
者
に
表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

藤
田 

文
雄
、浦
林 

京
子
、石
井 

武
野

心
身
障
害
児（
者
）保
護
育
成
会

山
下 
多
江
子

共
同
募
金
委
員
会

竹
内 
良
一
、瀧
田 

安
代

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

藤
田 

康
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

岡
田 

幸
子

社
会
福
祉
協
助
者
桑
村 

和
義

団
体
功
労
者
小
谷 

知
載
、池
本 

秀
行

民
生
児
童
委
員
功
労
明
治 

登
茂
恵
、井
上 

雅
紀

感
　
　
謝
　
　
状

桑
村 

和
義
、林 
雄
一
郎

被
表
彰
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

団
体
役
員
功
労
者

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

岡
森 

　
裕
、清
水 

節
子
、西
村 

昭
二
、小
倉 

一
博
、

池
本 

秀
行
、山
根
張
太
郎
、濱
崎 

章
浩

　
令
和
３
年
11
月
７
日（
日
）、令
和
３
年
度
八
頭
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、中
央
公
民
館
、船
岡
地
区
公

民
館
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
を
会
場
と
し
て
、八
頭
町
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
、１
０
３
名
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、社
会
福
祉
へ
の
貢
献
を
讃
え
、八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

彰
、伝
達
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」と
題
し
漫
画
家 

岡
野
雄
一

さ
ん
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。認
知
症
の
母
と
の
生
活
を

通
し
た
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
ら
れ
る
講
演
は
、生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

い
き
い
き
と
幸
せ
に 

　
　
　
　暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
自
分
ら
し
く

《
伝
達
表
彰
》

かめ やま み　 ゆ

社
協
職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！
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ボッチャで参加者交流

参加者共同制作：にじいろの木 地域共生へ願いを込めて

ひとり親家庭の中学生・保護者の皆様へ

 対　　象 令和4年3月に中学校を卒業予定の
ひとり親家庭の生徒

ひとり親家庭とは父母のいずれか、または祖父母が
子どもの養育している世帯

 申込方法 ご印鑑(シャチハタは不可)をお持ちの
上、八頭町社会福祉協議会本所、各支
所で申込書にご記入ください。

 申込期間 

 贈呈期間 
 助　成　金 

説　明　会 

八頭町福祉相談支援センター「ほっと」（八頭町社会福祉協議会内） TEL：0858-71-0100

家計改善支援事業
家計再建に向けた相談や債務整理に関する
支援を行います。

日常生活自立支援事業　

・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス
・書類等預かりサービス
などで、あなたの暮らしのお手伝いをします

八頭町福祉相談支援センター「ほっと」事業紹介

ご相談は・・・

安心できる日常生活が送れるよう
お手伝いをします

　
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、性
別
な
ど
の
違
い
を

超
え
て
、誰
も
が
互
い
に
認
め
合
い
、支
え
あ
い
、

つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
地
域
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、

フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
は
町
内
の
障
が
い
当
事
者
団

体
の
会
員
、障
が
い
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
、福
祉

団
体
の
役
員
、福
祉
支
援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
限
定
し
て
開
催
し
、1
1
9
人
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。フ
ェ
ス
タ
で
は
、一
緒
に

喜
び
や
感
動
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
を
大
切

に
し
、出
会
い
を
通
じ
て
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
し
、実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、ボ
ッ
チ
ャ（
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
）や
共
同

制
作
を
行
い
ま
し
た
。取
り
組
み
を
通
じ
て
徐
々

に
和
や
か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
、参
加
者
同
士
の

笑
顔
が
飛
び
交
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
た
り
、八
頭
中
学

校
美
術
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
を
飾
る
製

作
物
の
準
備
や
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
事
前
撮
影
し
た
動
画
で
の
司
会
進
行
、中

学
校
の
全
校
合
唱
や
八
頭
高
等
学
校
書
道
部
に
よ

る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
川
嶋
あ
い
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
演
奏

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
書
道
部
員
の
皆
さ
ん
が
、自
分
た
ち

に
で
き
る
地
域
共
生
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を

め
ぐ
ら
せ「
そ
ば
に
寄
り
添
い
と
も
に
歩
く
」と
し

て
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
表
現
し
、参
加
者
に

大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、川

嶋
あ
い
さ
ん
か
ら
は
透
き
通
る
歌
声
と
と
も
に
や

さ
し
さ
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
加
え
て
、町
内
の
福
祉
事
業
所
や
企
業
な
ど
に

も
賛
同
団
体
と
し
て
表
明
い
た
だ
き
、こ
の
取
り

組
み
や
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
、多
く

の
人
が
地
域
共
生
社
会
を
意
識
し
、様
々
な
団
体

や
組
織
が
枠
組
み
を
超
え
て
一
緒
に
取
り
組
む
な

ど
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
う
し
た
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
各
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
巡
回
し
、よ
り
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

地
域
共
生
社
会
に
向
け
て

令和４年１月11日㈫～1月25日㈫

令和４年2月15日㈫～2月24日㈭
※土・日・祝日を除く

令和４年度の申請手続きの説明会を
２月中旬～下旬頃に開催予定です。

10名以上：２０，０００円（年間）
５～９名：１５，０００円（年間）

登録会員数が

　ふれあいサロンは、集落単位で身近な公民館等に、
誰でも参加できる場づくりの取組です。サロンに集い、
生きがいづくりや健康づくり、見守り、閉じこもり予防、
つながりづくりなどを目的としています。

　レクリエーションの協
力やイベントの補助、
ゲーム用品の貸出など、
活動の支援もさせていた
だきますので、お気軽に
ご相談ください。

ふれあいサロン募集 ひとり親家庭卒業祝い事業
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11月物
品
・
一
般
寄
付

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
福

祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

　
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、性
別
な
ど
の
違
い
を

超
え
て
、誰
も
が
互
い
に
認
め
合
い
、支
え
あ
い
、

つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
地
域
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、

フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
は
町
内
の
障
が
い
当
事
者
団

体
の
会
員
、障
が
い
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
、福
祉

団
体
の
役
員
、福
祉
支
援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
限
定
し
て
開
催
し
、1
1
9
人
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。フ
ェ
ス
タ
で
は
、一
緒
に

喜
び
や
感
動
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
を
大
切

に
し
、出
会
い
を
通
じ
て
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
し
、実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、ボ
ッ
チ
ャ（
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
）や
共
同

制
作
を
行
い
ま
し
た
。取
り
組
み
を
通
じ
て
徐
々

に
和
や
か
な
雰
囲
気
が
広
が
り
、参
加
者
同
士
の

笑
顔
が
飛
び
交
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
た
り
、八
頭
中
学

校
美
術
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
を
飾
る
製

作
物
の
準
備
や
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
事
前
撮
影
し
た
動
画
で
の
司
会
進
行
、中

学
校
の
全
校
合
唱
や
八
頭
高
等
学
校
書
道
部
に
よ

る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
川
嶋
あ
い
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
演
奏

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
書
道
部
員
の
皆
さ
ん
が
、自
分
た
ち

に
で
き
る
地
域
共
生
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を

め
ぐ
ら
せ「
そ
ば
に
寄
り
添
い
と
も
に
歩
く
」と
し

て
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
表
現
し
、参
加
者
に

大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、川

嶋
あ
い
さ
ん
か
ら
は
透
き
通
る
歌
声
と
と
も
に
や

さ
し
さ
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
加
え
て
、町
内
の
福
祉
事
業
所
や
企
業
な
ど
に

も
賛
同
団
体
と
し
て
表
明
い
た
だ
き
、こ
の
取
り

組
み
や
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
、多
く

の
人
が
地
域
共
生
社
会
を
意
識
し
、様
々
な
団
体

や
組
織
が
枠
組
み
を
超
え
て
一
緒
に
取
り
組
む
な

ど
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
う
し
た
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
各
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
巡
回
し
、よ
り
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

枠
組
み
を
超
え
た

　
　
　
　関
わ
り
合
い

あったかほのぼのフォト
デイサービスでの「あったかほのぼの」としたひと時を紹介いたします。

「やきいも」「秋の紅葉弁当」
ふかし芋を落ち葉の直火でアレンジ
調理。少しこんがり焼けたお芋の味
は格別との事。

「もっと近ぁ来んさいな、
　　　わしがしたるで～」

自分では留めにくい首元のボタン…
しにくいところは助け合うあったか
ほのぼのとした場面です。

普段とは雰囲気を変えてお弁当スタ
イルでの昼食。ご利用者様の名前入
りのお品書きで特別感を演出。

はっとう

こおげ
ふなおか
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はっとう

こおげ
ふなおか
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社会福祉
法　　人八頭町社会福祉協議会

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは ■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793

■ 船岡支所　〒680-0411　八頭町船岡殿159番地
　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227

社協だより
八頭町社会福祉協議会広報誌

https://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
是非のぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

☆この他にも様々なレクリエーション用品がありますので、詳しくは本所・各支所にお問合せください。

この場合は３点と５点で合計８点となります。

地域共生へ新たな一歩！

鍛冶屋温泉カレンダー
３月

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31

１月
 日 月 火 水 木 金 土
       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23/30 24/31 25 26 27 28 29

２月
 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28

営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）
ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内）
■ 温泉利用での休憩所（和室）があります（予約必要）

営業日（9：00～19：00）
（土・日・祝日の延長は３月19日から）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）
町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！

26

今後の情勢により、営業日に変更の可能性がございま
すので、ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

枠組みを超えて、様々な団体
や組織が一緒に取り組んだ
「地域共生にじいろフェス
タ」（詳細は２ページで紹介）

主なトピックス
地域共生にじいろフェスタ P２
新年のごあいさつ P４
社協の人財 P５
ご寄付　お礼 P７
貸出レク用品 P８
鍛冶屋温泉カレンダー P８

【ルール説明】
　室内用ボウリングとほぼ同じルールです。
　ジャンケンによって先攻（赤）と後攻（白）を決め、プレー開始。
①先攻プレーヤーは2個のボールを持ち、ピンに向かってボー
ルを転がします。

②1球目のボールが当たって回転したピンはそのままの状態
で2球目を転がします。

③2球転がし終えて、手前の棒に引っかかったピンの数字を数
え、その合計が得点となります。

④後攻プレーヤーも同様。
  数回繰り返し行い、最終合計数が高いチームが勝利となります。
※真ん中の“S”に当たるとストライクとなり、得点が20点にな
ります。

　ビーンボウリングは投球のコントロールやバランスを競う
ゲームで、リハビリ用としても活用されます。子どもから高齢者
までの幅広い年代や車イスに乗る方、障がいのある方も一緒に
なって楽しめること間違いなし！ぜひ、皆様も一緒に楽しんでみ
られませんか？

必見
！ みんなで盛り上がろう！

　「集落・地区の集まりでワイワイ楽しみたいけど、何をしよう・・」そんな悩みはありませんか？本会では、
サロン（つながりづくりを進める活動）や地域福祉に関する活動をより楽しく盛り上げて頂くために、レク
リエーション用品を無料で貸出しています。
 　今回は「ビーンボウリング」をご紹介します。ビーンボウリングとはあらかじめセットしてあるピ
ンに目掛けてボールを転がし、ピンを回転させて得点とするゲームです。その名の通り、ピンにボールが当
たると豆がはじけるようにピンが回転します。

貸出レク用品


